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復
活
し
た
地
蔵
祭
り 

 

滝
本 

や
す
し 

  

私
の
自
宅
か
ら
数
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
所
に
、
小
将
町
地
蔵
橋
子
安
地
蔵
尊
の
小
堂
が

建
て
ら
れ
て
い
る
。
石
川
県
金
沢
市
小
将
町
に
あ
る
金
沢
市
立
小
将
町
中
学
校
の
裏
手
の

十
字
路
の
角
で
あ
る
。
小
将
町
地
蔵
橋
子
安
地
蔵
尊
は
金
沢
四
十
八
地
蔵
尊
の
第
二
十
九

番
で
あ
り
、
堂
の
前
に
は
「
わ
た
す
べ
き
か
づ
も
か
ぎ
ら
ぬ
は
し
ば
し
ら 

い
か
に
た
て
け

る
ち
か
ひ
な
る
ら
ん
」
の
御
詠
歌
が
刻
ま
れ
た
石
標
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。
い
つ
も
き
れ

い
に
掃
除
さ
れ
て
い
る
が
、
堂
の
扉
は
常
に
鍵
が
か
け
ら
れ
、
格
子
の
隙
間
か
ら
ぼ
ん
や

り
と
子
供
を
抱
い
た
地
蔵
尊
が
拝
め
る
。 

 

平
成
二
十
八
年
八
月
六
日
の
夕
方
、
途
絶
え
て
い
た
地
蔵
祭
り
が
十
数
年
ぶ

り
に
行
わ
れ
た
。
町
内
の
方
々
が
持
ち
寄
っ
た
果
物
や
菓
子
な
ど
が
供
え
ら
れ
、

小
将
町
中
学
校
教
諭
の
垣
田
さ
ん
に
よ
っ
て
読
経
が
行
わ
れ
た
。
普
段
は
暗
い

堂
の
中
の
地
蔵
尊
が
、
こ
の
日
は
ロ
ウ
ソ
ク
の
明
か
り
に
照
ら
し
だ
さ
れ
た
。

赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
た
若
い
夫
婦
か
ら
は
「
子
供
の
頃
に
親
に
連
れ
ら
れ
て
来
た
、

懐
か
し
い
。」
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。
地
蔵
様
も
や
さ
し
く
赤
ち
ゃ
ん
を
抱
い
て

い
る
。 

 

町
内
の
方
々
と
垣
田
さ
ん
の
情
熱
に
よ
っ
て
復
活
し
た
地
蔵
祭
り
、
ぜ
ひ
末

永
く
続
け
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ
る
。 
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富
山
市
森
田(

林
崎)

曹
洞
宗
瑞
泉
山
法
眼
寺
の 

「
妙
見
」
刻
字
一
石
五
輪
塔 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
井 

一
雄 

 

一
、
北
辰
菩
薩
と
北
辰
妙
見
菩
薩 

 

中
国
で
は
古
来
、
北
斗
七
星
は
天
帝
の
乗
り
物
で
、
人
々
の
生
死
禍
福
を
支
配
す
る
と

さ
れ
た
。
北
斗
に
祈
れ
ば
、
幸
せ
で
長
生
き
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
た
。
北
極
星
を
神
格
化

し
た
道
教
の
神
を
、
北
辰
と
い
う
。
こ
れ
が
仏
教
と
習
合
し
て
、
北
辰
菩
薩
と
よ
ば
れ
た
。

「
一
切
経
」
の
中
に
、「
北
辰
菩
薩
は
、
諸
国
土
を
護
り
、
作
り
為
す
と
こ
ろ
、
は
な
は
だ

奇
特
で
あ
る
の
で
、
名
付
け
て
『
妙
見
』
と
い
う
」
と
あ
り
、
敵
を
退
け
国
土
を
守
る
功

徳
を
も
つ
と
さ
れ
た
。 

二
、
法
眼
寺
の
妙
見
一
石
五
輪
塔 

 

森
田
法
眼
寺(

旧
林
崎
瑞
泉
寺
跡)

の
境
内
に
、
多
く
の
石
仏
石
塔
が
残
つ
て
い
る
。
そ

の
中
に
、「
妙
見
」
と
刻
ま
れ
た
石
塔
が
あ
っ
て
、
当
地
内
に
広
ま
っ
て
い
た
「
妙
見
信
仰
」

を
物
語
っ
て
い
る
。
な
お
、
天
台
密
教
で
は
国
家
泰
平
を
祈
る
秘
法
の
、「
尊
星
王
法
」
の

本
尊
と
し
て
尊
星
王
像
を
ま
つ
る
が
、
こ
れ
を
別
名
「
妙
見
」
と
い
う
。
諸
星
の
王
で
あ

る
北
極
星
を
、
神
格
化
し
た
尊
像
で
あ
る
。 

三
、
林
崎
瑞
泉
寺
と
瑞
泉
山
法
眼
寺 

 

越
中
に
お
け
る
曹
洞
宗
は
、
能
登
総
持
寺
二
世
峨
山
紹
碩
を
中
心
と
し
た
そ
の
法
弟
に

よ
る
活
躍
に
よ
っ
て
発
展
し
た
。
そ
の
一
人
に
天
叟
祖
寅
が
あ
る
。
天
叟
祖
寅
の
門
派
は
、

神
保
氏
の
外
護
を
う
け
て
射
水
・
婦
負
郡
を
中
心
に
教
線
を
弘
め
た
。
天
叟
祖
寅
が
、
林

崎
に
瑞
泉
寺
を
開
い
た
の
は
文
安
二
年(

一
四
四
五)

で
あ
る
。
当
時
、
林
崎
地
方
に
は
神

保
長
誠
、
慶
宗
系
統
の
勢
力
が
進
出
し
て
、
婦
負
郡
と
な
つ
て
お
り
、
東
方
の
勢
力
と
の

境
界
を
な
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
先
ず
林
崎
の
地
に
い
た
神
保
氏
の
、
前
線
拠
地
と
し

て
の
寺
院
創
立
の
必
要
が
あ
っ
た
。
曹
洞
宗
法
眼
山
瑞
泉
寺
は
、
能
登
国
鳳
至
郡
門
前
村

大
山
本
総
持
寺
末
で(

開
山
瑞
泉
寺
殿
存
中
忠
公
大
居
士
文
明
八
年
没)

、
神
保
氏
よ
り
山

林
田
園
の
寄
附
を
う
け
て
い
た
が
、
永
禄
年
間(

一
五
五
八
ー
六
九)

兵
火
に
か
か
り
、
名

目
の
み
の
草
庵
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
花
崎
村
へ
移
り
、
活
翁
和
尚
が
入
っ
た
。
天

保
六
年(

一
八
三
五)

、
活
翁
の
再
興
志
願
に
よ
っ
て
こ
こ
に
寺
地
を
得
た
。
明
治
三
年
の

合
寺
令
で
光
厳
寺
へ
合
併
、
現
在
、
富
山
市
安
養
坊
に
独
立
し
、
高
岡
市
雲
照
寺
の
金
山

氏
が
住
職
を
兼
務
し
て
い
る
。 

林
崎
瑞
泉
寺
の
移
転
跡
に
、
瑞
泉
山
法
眼
寺
が
あ
る
。
由
緒
に
よ
る
と
、
天
保
六
年
、

瑞
泉
寺
歴
代
の
墓
守
坊
と
し
て
一
草
庵
が
あ
っ
た
が
、
天
保
八
年
に
至
っ
て
、
福
沢
徳
林

寺
十
三
世
祖
関
和
尚
の
発
願
に
よ
り
、
高
岡
広
乾
寺
十
一
世
国
有
和
尚
の
徒
弟
吟
竜
を
迎

え
て
、
徳
林
寺
支
院
法
眼
庵
を
創
立
し
た
と
い
う
。
墓
地
は
、
現
法
眼
寺
の
西
方
二
〇
〇

メ
ー
ト
ル
あ
た
り
に
あ
っ
て
、
土
塁
状
の
盛
り
土
に
、
宝
筐
印
塔
残
欠
、
五
輪
塔
、
中
世

如
来
形
石
仏
、
板
碑
な
ど
を
残
し
て
い
た
が
、
現
在
す
ベ
て
法
眼
寺
境
内
に
移
し
て
整
備

し
た
。
中
で
も
「
妙
見
」
銘
の
一
石
五
輪
塔
は
珍
し
い
。     
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安芸高田市 圓光寺 広島市佐伯区五日市 品正寺 

廿日市市 蓮教寺 

広島市西区 光西寺 

真
宗
王
国
富
山
に
根
付
い
た
石
仏 

五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩 

 

尾
田 

武
雄 

 

富
山
県
東
部
に
も
石
仏
が
多
く
、
特
徴
的
な
の
は
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩
の
石
仏
が

多
々
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
弥
陀
三
尊
、
七
高
僧
の
石
仏
も
見
受
け
ら
れ
、

真
宗
門
徒
の
多
様
な
信
仰
が
垣
間
見
る
事
が
出
来
る
。
富
山
県
全
体
で
は
石
仏
が
野
に
置

き
信
仰
さ
れ
る
の
が
、
お
お
よ
そ
江
戸
時
代
末
期
か
ら
明
治
期
全
般
に
か
け
て
で
あ
る
。

こ
の
時
期
、
庶
民
が
真
宗
に
強
く
引
き
付
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。 

 

県
東
部
で
も
富
山
藩
は
明
治
三
年
閏
十
月
二
十
七
日
に
、
領
内
か
ら
寺
院
を
一
派
一
寺

に
改
め
て
、
直
ぐ
に
合
寺
せ
よ
と
い
う
「
合
寺
令
」
が
発
せ
ら
れ
た
。
翌
日
に
仏
具
や
家

具
を
取
り
払
い
指
定
の
寺
院
に
合
寺
さ
せ
、
翌
々
日
に
は
役
人
が
検
分
に
出
向
く
と
い
う

厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
強
い
反
対
す
る
門
信
徒
が
多
く
あ
っ
た
。 

こ
の
地
方
は
、
西
部
に
反
し
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
勢
力
圏
内
で
あ
る
。
ま
た
「
越
中

学
国
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
学
僧
が
多
く
輩
出
し
て
い
る
地
で
も
あ
る
。
宇
奈
月
善
巧
寺

僧
鎔
は
本
願
寺
派
空
華
蘆
を
自
坊
で
私
塾
を
開
き
、
門
弟
三
〇
〇
〇
人
に
及
ん
だ
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
僧
ば
か
り
で
は
な
く
、
庶
民
に
も
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
石
仏
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
五
劫
思
惟
の
法
蔵
菩
薩
の
分
布
は
、
東
部
に
立

山
町
や
富
山
市
の
旧
大
山
町
周
辺
の
濃
密
に
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
「
明
治
中
期
か
ら

後
期
に
か
け
て
、
廃
仏
毀
釈
や
合
寺
問
題
で
抑
圧
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
爆
発
的
に
動

い
た
時
期
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
支
え
た
講
社
は
、
近
代
化
を

目
指
す
教
団
再
編
成
の
中
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。（
富
山
別
院
開
創
百
周

年
記
念
出
版
編
纂
委
員
会
編
『
越
中
念
仏
者
の
歩
み
』
昭
和
五
十
九
年
刊
） 

明
治
四
十

四
年
宗
祖
聖
人
六
百
五
十
回
大
遠
忌
が
厳
修
さ
れ
る
。
こ
の
時
期
真
宗
王
国
の
名
に
ふ
さ

わ
し
い
富
山
の
講
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。 

石
仏
は
庶
民
の
所
産
で
あ
り
、
そ
の
モ
デ
ル
で
あ
る
木
像
が
ど
こ
か
に
あ
る
は
ず
で
あ

る
と
、
な
が
く
疑
問
に
思
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
杉
崎
貴
英
帝
塚
山
大
学
准
教
授
や
広
島
県

出
身
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
像
監
督
青
原
さ
と
し
氏
の
ご
教
示
で
、
多
く
の
こ
と
が
理

解
で
き
た
。
真
宗
の
盛
ん
な
安
芸(

広
島
県)

に
木
像
が
四
体
も
報
告
を
得
て
、
多
く
の
こ

と
が
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 
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第
53
回
例
会
報
告 

～
春
江
町
と
坂
井
町
の
石
仏
巡
り
～ 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

紀
子 

 

九
月
二
十
五
日(

日
）
参
加
者

十
二
名
が
ま
ず
訪
ね
た
の
は

「
従
是
親
鸞
聖
人
御
旧
蹟
道
」

と
刻
ま
れ
た
石
柱
の
あ
る
黄
楊

の
堂[

春
江
町
寄
安]

で
、
こ
こ

に
は
石
堂
に
納
め
ら
れ
た
親
鸞

聖
人
の
石
像
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
そ
の
石
堂
の
横
に
あ
る
山
王

神
社
の
石
祠
の
中
に
は
山
王
権

現(

大
山
昨
神
、
大
物
主
神
、
桃

を
持
つ
猿)

が
奥
壁
に
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
お
り
興
味
深
く
拝

観
し
て
き
ま
し
た
。 

住
吉
神
社[

春
江
町
寄
安]

に

あ
る
鳥
居
の
額
束
に
は
「
住
吉

大
明
神
、
毘
沙
門
天
」
と
刻
ま

れ
て
お
り
、
本
殿
の
横
に
あ
る

石
祠
の
奥
壁
に
は
聖
観
音
と
毘
沙
門
天
の
立
像
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。 

諏
訪
神
社[

春
江
町
正
蓮
花]

で
は
狛
犬
三
体
が
神
像
を
守
っ
て
い
る
石
祠
を
拝
観
し
た

あ
と
、
番
外
と
し
て
福
井
市
下
森
田
新
町
に
あ
る
大
岩
山
不
動
院
を
訪
ね
ま
し
た
。
前
住

職
が
富
山
県
に
あ
る
通
称
「
大
岩
不
動
」(

日
石
寺)

を
厚
く
信
仰
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
地
へ
勧
請
さ
せ
て
頂
い
た
と
、
息
子
さ
ん
で
あ
る
現
住
職
が
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
あ
と
、
笏
谷
石
の
大
岩
不
動
明
王
と
木
像
で
は
あ
り
ま
し
た
が
制
多
迦
童
子
と
矜
羯
羅

童
子
を
拝
観
し
て
き
ま
し
た
。 

再
び
春
江
町
に
戻
り
二
基
の
大
き
な
胎
蔵
界
大
日
種
子
板
碑
の
あ
る
住
吉
神
社[

春
江

町
高
江]

へ
。
記
念
銘
は
「
正
慶
元
年
壬
申(

一
三
三
二)

十
月
」
と
「
応
永
巳
卯
年(

一
三

九
九)

九
月
十
六
日
」
と
あ
り
か
な
り
古
い
で
す
。 

昼
食
後
は
ま
ず
春
江
町
西
長
田
に
あ
る
薬
師
堂
を
訪
ね
ま
し
た
。
こ
こ
に
は
大
き
な
石

像
薬
師
如
来
が
納
め
ら
れ
て
お
り
現
在
も
厚
く
信
仰
さ
れ
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
ま
し

た
。
薬
師
堂
の
横
に
は
地
蔵
や
石
柱
が
十
基
ほ
ど
並
び
、
そ
の
中
の
一
基
の
廻
国
塔
に
は

「
安
永
四
年(

一
七
七
五)

」
の
銘
が
あ
り
ま
す
。 

薬
師
堂
か
ら
二
百
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
と
こ
ろ
に
長
田
神
社[

春
江
町
西
長
田]

が
あ

り
ま
す
。
本
殿
の
横
に
は
双
体
神
像
や
板
碑
な
ど
が
並
び
、
そ
の
中
に
あ
る
石
祠
の
一
つ

に
は
渡
海
文
殊
三
尊(

文
殊
菩
薩
、
善
財
童
子
、
優
填
王)

が
奥
壁
に
彫
ら
れ
、
日
月
の
小

さ
な
窓
か
ら
何
と
か
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

日
吉
神
社[

坂
井
町
徳
分
田]

で
二
基
の
石
祠
の
聖
観
音
立
像
と
菅
原
道
真
の
丸
彫
り
の

座
像
を
拝
観
し
た
あ
と
、
松
原
神
社[

坂
井
町
上
兵
庫]

へ
。
こ
こ
に
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ

ロ
ッ
ク
製
の
堂
内
に
十
基
ほ
ど
の
石
仏
や
石
神
が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
窓
ガ
ラ
ス

越
し
に
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ず
と
て
も
残
念
で
し
た
。 

八
幡
宮[

坂
井
町
上
兵
庫]

の
本
殿
は
「
八
」
の
字
の
窓
が
あ
る
石
祠
で
、
奥
壁
内
面
に

は
武
将
形
八
幡
神
立
像
が
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
殿
の
右
横
に
は
秋
葉
権
現
立
像
が
納
め

ら
れ
て
い
る
石
祠
が
あ
り
や
っ
と
の
こ
と
で
写
真
に
撮
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
敶
地
内

に
は
地
蔵
堂
も
あ
り
ま
し
た
が
、
扉
の
上
に
は
な
ま
ず
の
絵
の
額
が
か
け
ら
れ
て
お
り
不

思
議
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。 

白
山
神
社[

坂
井
町
清
永]

に
あ
る
石
祠
で
は
武
将
形
の
八
幡
神
立
像
と
雨
宝
童
子
立
像

を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
こ
に
は
石
造
九
重
塔(

天
文
十
八
年(

一
五
四

九)

が
あ
り
、
こ
れ
は
欠
損
し
て
い
る
多
重
塔
が
多
い
中
で
損
傷
も
少
な
く
坂
井
市
最
古
の

記
念
銘
を
持
つ
塔
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

氷
川
神
社[

坂
井
町
高
柳]

で
は
石
板
に
牛
に
乗
っ
た
神
像
が
美
し
い
姿
で
彫
ら
れ
て
お

り
、
祭
神
の
氷
川
大
明
神
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

八
幡
神
社[

坂
井
町
上
関]

の
石
祠
で
は
六
字
明
王
立
像
を
拝
観
。
い
か
め
し
い
二
体
の

狛
犬
が
六
字
明
王
を
守
る
か
の
よ
う
に
デ
ン
と
座
っ
て
い
ま
し
た
。 
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春江町正蓮花諏訪神社にて記念撮影 

天井まで泥が塗られた薬師如来 泥が洗い流された薬師如来 

最
後
は
坂
井
町
下
関
に
あ
る
春
日
神
社
へ
。
本
殿
の
横
に
あ
る
石
祠
で
は
「
弘
治
三
年

(
一
五
五
七)

」
が
刻
ま
れ
て
い
る
不
動
明
王
立
像
、
観
音
座
像
、
雨
宝
童
子
立
像
の
浮
き

彫
り
の
姿
を
拝
観
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

今
回
も
た
く
さ
ん
の
石
仏
に
出
会
え
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
訪
ね
た
と
こ

ろ
が
ほ
と
ん
ど
神
社
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
様
々
な
狛
犬
た
ち
に
も
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
中
で
も
最
後
に
見
た
灯
籠
の
上
の
小
さ
な
狛
犬
は
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

旅
先
で
見
か
け
た
石
仏 

田
中
泥
薬
師[

岐
阜
県
瑞
浪
市]

 
 

滝
本 

や
す
し 

  

岐
阜
県
瑞
浪
市
に
宿
泊
し
た
際
に
、
ホ
テ
ル
の
す
ぐ
近
く
の
路
傍
に
「
田
中
泥
薬
師
」

と
い
う
標
柱
を
見
か
け
た
。
泥
薬
師
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
だ
ろ
う
か
と
車
を
止
め
た
。 

 

堂
の
手
前
に
「
美
濃
瑞
浪
三
十
三
霊
場 

第
二
十
一
番
札
所
」
の
標
柱
が
建
て
ら
れ
て
い

る
。
そ
し
て
「
田
中
薬
師
如
来
由
緒
」
と
「
お
参
り
の
し
か
た
・
祈
願
供
養
祭
に
つ
い
て
」

の
案
内
板
も
建
て
ら
れ
て
い
る
。 

 

由
緒
や
お
参
り
の
手
順
に

つ
い
て
は
省
略
す
る
が
、
自
分

の
病
を
治
し
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
と(

薬
師
様
の)

同
じ
部
分

に
泥
を
塗
り
、
病
気
の
平
癒
を

祈
願
す
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。 

 

堂
内
に
は
天
井
ま
で
届
い

た
大
き
な
泥
の
塊
が
立
っ
て

い
た
。
定
期
的
に
泥
が
洗
い
流

さ
れ
、
ま
た
初
め
か
ら
泥
が
塗

ら
れ
て
い
く
そ
う
で
あ
る
。
堂

内
の
壁
面
に
、
泥
が
洗
い
流
さ

れ
た
石
造
薬
師
如
来
立
像
の

写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
写

真
を
見
る
と
ご
く
普
通
の
石

仏
で
あ
る
が
、
強
い
信
仰
心
に

よ
っ
て
大
切
に
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。 
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稲荷神 七面大明神 白山妙理権現 「二十三夜大月天子」 

北陸石仏の会 第５４回例会 

―金沢市のちょっと珍しい石仏― 
平成２９年５月２１日(日) 

 

参 加 費：５０００円（バス・資料代） 

集合場所：①大沢野文化会館………６時４０分 

②ＪＲ砺波駅南口………７時２０分 

③ＪＲ金沢駅西口………８時００分 

申込方法：次の事項を記入の上、ハガキでご連絡ください。 

住所、氏名、電話番号(携帯電話も)、集合場所 

申 込 先：〒939-1315 砺波市太田１７７０ 尾田武雄方 北陸石仏の会事務局

締め切り：平成２９年５月１２日(金) 

案   内：滝本やすし(石川県金沢市)  
 

    見学予定  

◎此花町 安江八幡宮／日本武尊 

◎鶯町 曹洞宗宗龍寺／「北辰星」 

◎東山２丁目 日蓮宗三宝寺／「二十三夜大月天子」 

◎東山２丁目 臨済宗妙心寺派普明院／毘倶胝菩薩 

◎東山１丁目 高野山真言宗観音院／百度石、稲荷神 

◎常盤町 日蓮宗少玄寺／七面大明神 

◎朝日町３丁目 義堅院(青雲寺)／百観音巡拝塔、「熊野三社大権現」 

◎天神町１丁目 椿原天満宮／逆さ狛犬、宝塔型灯籠 

◎宝町 曹洞宗宝円寺／訶梨帝母 

◎本多町３丁目 曹洞宗長谷院跡／白山妙理権現 

◎野町２丁目 高野山真言宗真長寺／水神、不動三十六童子 

◎專光寺町 観音堂／三十三体観音 

◎上安原町 路傍／親鸞 

 [諸事情により見学先を変更する場合があります。ご了承ください。] 
           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２９年度の会費を、同封の振替用紙にて納めてください。年会費は３０００円です 


